
庶民縛りの「繁文縟礼」 

 

 

『AERA』7 月 31 日号の姜尚中「eyes」は、閉会中審査で明らかになった庶

民縛りの「繁文縟礼」。繁文縟礼(はんぶんじょくれい)とは、規則や手続きなどが、こまご

まとして煩わしいこと。 

 

（閉会中審査で）浮き彫りになったのは、前川喜平・前文部科学事務次官及

び文科省と、内閣府及び官邸の明確なコントラストです。 

本来であれば疑惑をもたれている内閣府及び官邸側に挙証責任があるにもか

かわらず、「記憶がない」を繰り返すのみ。ひとつとして文書を出していません。 

公文書の重要度に応じ、公文書管理法では 1 年間から 30 年までの保存期間を

設けています。分類に関しては各省庁が個別に定めており、この分類に当ては

まらないと判断されると 1 年未満で廃棄されているため、加計学園の文書も見

当たらないというのです。森友学園の時も財務省はすべて廃棄しました、で押

し通しました。 

文書管理がこれほどずさんでいいのでしょうか。国の根幹にかかわるような

政策決定も、短期間で廃棄処分するとしたら、これではもうほとんど国会の機

能すら働きません。後世の歴史としての検証もできないのです。こんなことが

まかり通るのは、公文書管理の面からも情報公開の面からも、あってはならな

いことです。 

官僚制を勉強する時のイロハは文書主義なのに、官僚の要である、内閣府、

人事局の一切の文書がないという現実。その一方で、国民の申請書類はどれだ

け膨大なことか。ありとあらゆる文書を請求され、そのひとつひとつを精査さ

れています。繁文縟礼という言葉がありますが、その言葉は庶民にこそ通用す

るけど、お上である自分たちには一切おとがめなし、とでも思っているのでし

ょうか。これでは戦前の官憲国家に先祖返りしているようです。 

このような発想が、21 世紀の日本で臆面もなく出てきているということに驚

きを隠せません。下がり続ける内閣支持率、各地のデモ…‥。その危機感から

か、ようやく安倍首相が閉会中審査出席を受け入れました。しかし、国民との

感覚のずれが埋められない限り、支持率の回復は困難でしょう。   
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